
（１） 概要

　西条市は、七草の生産額、出荷額ともに全国トップクラス

（２） 日程等
① 　日時：令和２年１月７日（火）10時～12時30分
② 　場所：小松公民館　調理室及び研修室
③ 　主催：小松山草会・小松盆栽教室
④ 　共催：小松公民館・小松文化協会
⑤ 　会の内容

ア 　七草の説明
イ 　七草がゆの炊き方説明
ウ 　七草がゆの調理

-七草をたたく歌を教わる-
エ 　食事
オ 　食事後の感想
（参加児童の感想より）

・　緊張したけどおいしくできた。来年も来たい。
・　昨年来てよかったので今年も参加した。楽しかった。
・　６年生なので今年で最後となる。とても残念です。
・　みんなで協力して作って楽しかった。おかゆがおいしかった。

（３） その他
　会員が栽培している七草や米、正月料理（田作り、黒豆、キンカンの甘露煮など）を提供し、
実施している。
　七草をたたく歌は、小松地域で歌われていたものである。

ちょっと自慢の公民館活動

市　町　名 西条市

公民館名
小松公民館

地区館

連絡先（℡） 0898-72-2631

ホームページアドレス https://www.city.saijo.ehime.jp/soshiki/syakaikyoiku/komatsu-index.html

事業分野 G 事業名 七草がゆを食べよう会

趣旨・目的
七草がゆを食べよう会の活動を通して、新春の伝統行事の継承に努めるとともに、

 地域の子どもたちと大人の交流を図る。

【七草をたたく歌を教わる】

【七草の説明を聞く小学生】

対　象 小松小学校児童（３～６年生）と地域住民 参加人数 30名

　〈 事 業 内 容 〉

地域の子どもたちと住民が共に日本古来の七草や風習について勉
強したり、お話しをしながら みんなで楽しく七草がゆを炊いたりして、和
やかに有意義な交流のひとときを過ごしている。

小松山草会、小松盆栽教室の「七草がゆを食べよう会」は、約30年の歴史を持っている。16
年前から公民館と文化協会が共催し、例年１月７日前後に小学校の児童と一緒に実施する
ようになった。

七草をたたく歌

唐土の鳥が

日本の土地に

飛び渡らぬうちに

なずな 七草


